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駒ケ岳火山における人工地震探査-3 次元 P 波速度構造-

Seismic exploration of Komagatake volcano with active sources in 2002: Three
dimensional P-wave velocity structure
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北海道駒ケ岳は南西北海道に位置する活動的な火山で，有史以来，爆発的なマグマ噴火や水蒸気爆発が記録さ

れている．近年では 1996 年，1998 年，2000 年と小規模な水蒸気爆発が繰り返され，将来の本格的マグマ噴火の可

能性も指摘されている．高い噴火ポテンシャルを有する火山において，その噴火の前にマグマ活動・噴火活動の場

としての力学的物性の推定しておくことは重要であろう．また火山活動のモニタリングによる震源・地殻変動源等

緒パラメータの推定の高精度化・定量化のためにも地下媒質の物性を理解しておくことが必要である．これらの目

的のために2002年 9月～10月に駒ケ岳火山において浅部3次元地震波速度構造の解明を目指した人工地震探査を

実施した．今回の探査では従来行われてきた P 波速度の推定だけでなく S 波速度の推定も試みるために，1994 年

より始まった火山体構造探査の中で始めて本格的な 3成分観測を実施した．このうちここでは P波速度についての

プレリミナリーな解析結果を報告する．

P波速度解析には火山体およびその周辺に展開した221点の臨時地震観測点で捉えられた5ヶ所の発破の記録か

らその初動を読み取りデータに用いた．このデータを用い，(1)走時曲線の作成，(2)time term 法による基盤速度，

基盤深度の推定，(3)3 次元速度構造の推定，という手順で解析を行った．time term 法からは走時曲線がほぼ直線

で近似できる震央距離が 8 km より大きいデータを用いた場合，基盤速度は 5.7 km/s と求まった．一方，基盤深度

は仮定する表層速度に依存するため不確定性は残っているものの，1)駒ケ岳火山の下ではそれを囲む西および南東

の周辺山地に較べ基盤が深いこと，2)ただし南東山地から駒ケ岳山頂下に向け NW-SE 方向に基盤の浅い部分が張り

出していること，という本地域での大局的な特徴は捉えることができた．3次元速度インバージョンでは time term

法から推定された基盤速度，基盤深度を基に構造を作成しこれを初期値に用いた．グリッド間隔は鉛直方向に 1.5

km，水平方向に 3 km とした.インバージョンの結果，深さ 0 km(海水準)，1.5 km で，time term 法から予想され

た通り，1)駒ケ岳火山を取り囲む西，北，東方山麓の低地での低速度領域，2)駒ケ岳南東の横津岳周辺や木地挽山

から森川山に至る駒ケ岳西方の周辺山地での高速度領域，3)南東山地から駒ケ岳山頂下まで NW-SE 方向に伸びる高

速度領域，が認められた．

time term 法から推定された 5.7 km/s という基盤速度はこれまでに南西北海道での屈折法探査等から推定され

てきた上部地殻での値とほぼ一致している．time term 法による基盤深度分布やインバージョン結果は，駒ケ岳山

麓低地での低異常，周辺山地および南東から駒ケ岳山頂下に伸びる高異常というこの地域のブーゲー異常と非常に

整合的である．この地域の表層地質は駒ケ岳および山麓の低地は第四系が覆い，西・南東の周辺山地では新第三系

が露出している．また駒ケ岳南方では東-西方向に複数の 1000 m 級のボーリングがなされ，南東山地から駒ケ岳山

頂下へ NW-SE 方向に伸びる高速度・高重力領域では先第三系基盤が海水準下約 400 m で捉えられ浅くなっているこ

と，その東西では海水準下約 1000 m でも基盤に到達しておらず，新第三系が厚く堆積していることがわかってい

る．今回の解析結果は定性的にはこれらの地質構造を反映したものと考えられる．


